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４ 検証授業の実際と考察

(1) 検証授業の概要

検証授業Ⅰは，時間における指導において表４の学習内容を実践し，検証授業Ⅱでは，自立

活動の指導内容や検証授業Ⅰで取り扱った学習内容を生かして，日常生活の指導における指導

内容を実践した。検証授業Ⅰ・Ⅱにおける授業は，表５，６のような分析を行い，児童の変容

をまとめた。さらに，担任による継続的な指導を行った上で，対象児の「集中力」，「落ち着

き」，「集団への適応」といった生活上の課題が検証授業Ⅰ，検証授業Ⅱ，その他の教育活動

場面で解決されたか分析し，検証することとした。

表５ 検証授業Ⅰ分析表（一部抜粋）

表６ 検証授業Ⅱ分析表（一部抜粋）
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第１期 第３期第２期 第４期

第３期－Ⅰ 第３期－Ⅱ 第４期

検証授業Ⅰ
（時間における指導）

検証授業Ⅱ
（日常生活の指導）

動きの実態把握を
行い，学習内容を
見立てる期間

課題に向き合う態
度を育てる期間

達成感を味わうこ
とで生活に生かす
意欲を育てる期間

学習のまとめ及び
生活に生かせる内
容を見立てる期間

担任による
継続的な指導

（日常生活の指導）

・「あさのうた」における，音に合わせた動きの指導

・「あさのかい」における，足底の意識への指導

日常生活の指導にお
ける，指導内容の適
用を見立てる期間

日常生活の指導にお
いて課題に向き合う
態度を育てる期間

達成感を味わうこと
で他の場面に生かす
意欲を育てる期間
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(2) 検証授業Ⅰの実際と考察

ア 検証授業Ⅰの実際 （◎課題達成した状態，○課題達成に向かう状態，△課題を達成できていない状態）

(ｱ) 第１期（検証授業Ⅰ第１時）：動きの実態把握を行い，学習内容を見立てる期間

自 指 ①腰や腕，脚の力の入れ方や緩め方を ②身体概念を高めて，身体を通 ③空間認識を高め，自分の身体を

立 導 意識する経験を増やし，身体像を高 したやりとりをすることで， 環境に合わせる経験をする。

活 内 め，座位や立位，歩行で踏みしめる 意思伝達の能力を高める。

動 容 姿勢を保持する。

・ 自分の身体を意識して動かすことで，身体像を ・ 歌や言葉掛けに合わせて，自分の身体を触ることで，身体概念

高め，踏みしめる経験を生かして，線を意識して， を高め，また指導者（長研者，以下「指導者」という。）と動きを

線に沿って歩くことができる。 通したやりとりを行うことで，意思伝達の力を高める。

・膝立ちの動き ・つま先，かか ・線上を歩く動 ・あいさつ ・歌遊び ・タオルを使っ ・顔の動き

と立ちの動き き 「あたまかたひざぽん」 た肩の動き

①身体像 ①身体像 ③空間認識 ②身体概念 ③空間認識 ②身体概念

人間関係

・正座から腰を ・つま先とかか ・線を意識しな ・質問に答える ・歌詞に出てく ・タオルを腕だ ・顔の動きで，

上げて膝立ち とを意識する がら，線に足 形で指導者と る身体部位に けの動きでな 自分の身体像

になり，腰を ことで足底で を乗せて歩く のやりとりを 触れながら， く，肩を意識 と感情を一致

時 入れ，左右の 踏みしめ，前 ことができる。 しながら，あ 動く。 しながら動か させながら自

間 重心移動で踏 後への重心移 いさつをする。 すことができ 分の感情を表

に みしめをする。 動を体感する。 る。 現する。

お ○模倣をしなが ○つま先，かか ◎線上に視線を △あいさつをす ○模倣をしなが △模倣しなが ○指導者の動き

け ら膝立ちの姿 とに重心をお 向けることは る際，視線が ら，発声とサ ら，タオルの を模倣する形

る 勢になる。 きながら，前 少ないが，線 合わない。 インも合わせ 上げ下げがで で指を使って，

指 （写真１） 傾姿勢，後傾 を意識し，線 ◎あいさつの最 て動くことが きるが，繰り 笑顔や怒った

導 △股関節を曲げ 姿勢をとるこ 上を簡単に歩 初の言葉を聞 できる。 返すうちに， 顔，泣いた顔

ることを嫌が とができる。 くことができ き，指導者を （写真２） 上体がまっす を作り，「わら

り，指導者の ○意識できてい る。 模倣すること ○歌いながら動 ぐに保持でき う」などと伝

腰に置いてい たせいか，足 で発声とサイ く際，足底が なかったり， えることがで

る手を外すよ 底の違和感を ンで始まりや 定まらずバタ ひじが曲がっ きた。

うに手を握る。 マットにこす 終わりのあい バタしている。 たりし，足底 △自分の感情を

△膝立ちを崩 りつけること さつができる。△部位の質問に が安定しない。 表現すること

し，逃げよう で表現する。 は，エコラリ （写真３） は難しかった。

とする。 アで返答する。

・膝立ちで上体 ・かかとを意識 ・課題が簡単す ・あいさつの際 ・対象児の意欲 ・足底を意識 ・大切な課題で

を安定させる することで踏 ぎる。ゆっく の視線が合う もあるので， し，上体を安 はあるが，自

支持が足りな みしめを意識 り歩くことが ようになるこ 身体概念を高 定させた状態 分の感情を表

い。他の課題 することがで 苦手なので， とは，日常生 めるのに有効 で肩を動かす 現することは

と関連させ， きそう。ゆっ ゆっくり動く 活にも生かせ な学習内容で ことをねらう まだねらえな

腰入れを意識 くりを意識で ことをねらっ る内容である。 ある。 必要がある。 い。

させる必要が きる手だてが た手だてが必

ある。 必要である。 要である。

・線上歩きは，見立て以上にできているので，線上歩きを基に，様々な歩行の動きを使って，踏みしめをねらう必

要がある。対象児の集中力を考えると，様々な動きの学習を組み立てる形でいいが，課題が細切れである。学習

の流れに一定のまとまりが必要。

写真１ 膝立ちの動き 写真２ サインでのあいさつ① 写真３ タオルを使った肩の動き①
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(ｲ) 第２期（検証授業Ⅰ第２時～第４時）：課題に向き合う態度を育てる期間

自 指 ①腰や腕，脚の力の入れ方や緩め方を ②身体概念を高めて，身体を通 ③空間認識を高め，自分の身体を

立 導 意識する経験を増やし，身体像を高 したやりとりをすることで，意 環境に合わせる経験をする。

活 内 め，座位や立位，歩行で踏みしめる 思伝達の能力を高める。

動 容 姿勢を保持する。

・ 課題の提示に合わせて，動きを変えて ・ 歌や言葉掛けに合わせて，自分の身体を触ることで，身体概念を高め，

線上を歩いたり走ったりすることで，足 また，指導者との動きを通したやりとりを行うことで，意思伝達の力を高

底での踏みしめを体感できる。 める。

「歩く動き」 「寝る動き」 「あいさつ」 「歌遊び」 「縄跳びの動き」 「走る動き」

・かかと,つま先歩き 「あたまかたひざぽん」 ・バンザイ ・片脚立ち

・後ろ歩き ・肩の動き ・ケンケン

・大股歩き ・タオルを使った肩の動き ・スキップ

①身体像 ①身体像 ②身体概念 ③空間認識 ②身体概念

②身体概念

・課題の提示に合わせて， ・頭，肩,背中, ・質問に答える ・歌詞に出てく ・腕だけの動きで ・動きの中で,自分が

動きを変えて線上を歩く お尻，脚が 形で指導者と る身体部位に なく，肩の動き どのように身体動

ことで，足底での踏みし 床について のやりとりを 触れながら， を意識しながら かしているか意識

時 めを体感する。 いることを しながら，あ 動く。 動かし，跳ぶ動 しながら，動きの

間 意識して寝 いさつをする。 きと共に行うこ 応用ができる。

に る。 とができる。

お ○模倣をすることで，つま △「あたま， △あいさつをす ○模倣をしなが △ひじを曲げずに ○鏡を見ながら模倣

け 先歩き，かかと歩きをす かた・・・」 る際，まだ視 らも，大きな 左右へ傾くこと して，片脚立ちを

る ることができる。 と意識する 線が合わない 動きで指導者 ができるように する。「1,2,3,4,5」

指 ○後ろ歩きは，手を広げて 部位を言葉 ことがある。 と視線を合わ なったが，上体 と数えると，その

導 バランスを取りながら線 掛けされる ◎指導者のサイ せて，自ら発 が反っていて， 時間保持しようと

の上を歩こうという様子 間は，仰臥 ンを見てるだ 声して歌い， 安定しない。 する。保持できな

が見られる。（写真４） 位を保持で けで，自ら発 動くことがで （写真６） くなると，指導者

△後ろ歩きでかかとに体重 きるが，間 声とサインで きる。 ◎タオルを使って， の肩につかまり，

を乗せることが難しいた ができると， 始まりや終わ ○部位の質問に 振り下ろしがで 保持しようとする。

め，指導者の腰や背中で 側臥位にな りのあいさつ は「かた」と き，跳び越し， ◎ケンケンで線上を

の支持が必要である。 ろうとする。 ができる。 答えるが，歌 跳び越し歩きも 移動できる。

○大股歩きでは，模倣でで 仰臥位で自 の続きの「ひ できる。 ○スキップを模倣で

きる。印に合わせて歩く 分の身体を ざポン」まで することは難しく，

ことがねらえる。その速 意識するこ 答える。 手をつなぎ，上げ

さにも気をつけたい。 とは大切な 下げしながらリズ

課題である。 ムを作るとできる。

・支援を減らすために，支 ・静と動の区 ・意欲的なあい ・本児の主体性 ・縄跳びへつなげ ・ケンケンも必要な

持の手を腰から肩，お腹 別のために さつを促すた を確認するよ るための肩の動 課題だと思うが，

と工夫したのは効果的で も必要な動 めに，模倣か うに動き出し きではあるが， 身体概念を高める

あった。 きではある らサイン，言 を待って，一 目的意識が持ち には支援や提示の

・本児にもっと「ゆっくり」 が，意識の 葉掛け，視線 緒に動いてい にくい。 仕方が不十分。合

を意識させるための手だ させ方に手 と支援を変え た。 わせる動きが必要

てが必要がある。 だてが必要。 た。 （写真５） である。

・第３時において，本児の動きづらさや姿勢の保持の難しさには，腰入れができていないことが一因であることが

分かった。（写真７）そのため，座位での動きの学習も必要である。また，本児が意識するめあてが必要である。

他の各教科等との関連を踏まえた課題の設定が不足している。

写真４ 後ろ歩きの動き① 写真５ 歌遊び① 写真６ タオルを使った肩の動き② 写真７ あぐら座位①
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(ｳ) 第３期（検証授業Ⅰ第５時～第９時）：達成感を味わうことで生活に生かす意欲を育てる期間

自 指 ①腰や腕，脚の力の入れ方や緩め方を意識 ②身体概念を高めて，身体を通 ③空間認識を高め，自分の身

立 導 する経験を増やし，身体像を高め，座位 したやりとりをすることで，意 体を環境に合わせる経験を

活 内 や立位，歩行で踏みしめる姿勢を保持す 思伝達の能力を高める。 する。

動 容 る。

・ 課題の提示に合わせて動きを変えて線上 ・ 歌やリズム，言葉掛けに合わせて自分の身体を動かしたり，姿

を歩き，股関節を緩めて腰の動きをスムー 勢を保持したりすることで身体概念を高めるとともに，指導者と

ズにし，お尻や足底の踏みしめを体感する。 動きを通したやりとりを行うことで意思伝達の力を高める。

「歩く動き」 「座る動き」 「あいさつ」「歌遊び」「寝る動き」「なわとび」 「合わせる動き」

・かかと,つま先歩き ・あぐら座位 「あたまかたひざぽん」 ・両脚跳び ・揺れる動き

・後ろ歩き ・あぐら座位での前屈 「ディズニー体操」 ・タオルの ・リズム歩きの動き

・大股小股歩き ・肩の上げ下げ 振り下ろし ・ケンケンパ

①身体像 ①身体像 ②身体概念 ①身体像 ③空間認識 ③空間認識

③空間認識 ②身体概念 ②身体概念 人間関係

・課題の提示に合 ・腰を入れて，お尻で座 ・指導者と ・歌に合わ ・頭，肩，背 ・どのよう ・リズムに合わせ

わせて，動きを変 る感覚を体感し，安定 合わせて せて身体 中，お尻， に身体を て身体を動かし

えて線上を歩くこ したあぐら座位を保持 サインと 部位に触 脚が床に 動かして たり，動きを止

とで，足底での踏 する。 発声を同 れて動い 着いている いるか意 めた姿勢を保持

みしめを体感す ・腕の動きだけでなく， 時に表出 たり，身 ことを意 識しなが したりする。

時 る。 肩の動きを意識しなが して，あ 体を大き 識して寝 ら動きの

間 ら動かし，指示に従っ いさつを く動かし る。。 応用がで

に て腕を上げ下ろしする。 する。 たりする。 きる。

お ゆっくりうごく あわせてうごく おおきくうごく おおきくうごく あわせてうごく

け ◎つま先，かかと， ○最初はあぐら座位に ○あいさ ○「あたまかたひ ○意識す △両脚跳 ○メトロノームの

る 後ろ歩きでは，自 なることを嫌がって つをする ざぽん」は自 る部位を びや肩の 音やキーボードの

指 分の足元を見て意 いたが，徐々に左右 際，視線 ら動きだ 言葉掛け 動きを縄 リズムに合わせ

導 識して線上を歩く への重心移動や前屈 が合うこ し，歌う。 されると 跳びの動 て，身体を揺らす

ことができ，線を からの起き上がりを とが増え 部位の質 その部位 きにつな ことができるよう

はみ出しそうにな することで，一瞬で てきた。 問にも答 を床に着 げるよう になってきた。

ると上体でバラン も安定したあぐら座 ◎言葉掛 えられる。 け，仰臥 にした。 （写真11）

スをとり，かかと 位をとることができ けで，自 （写真10） 位を保持 その動き ○ケンケンパの支

をよく踏みしめて， る。 （写真９） ら発声と ○「ディズニー体 できる。 は上手に 援具を足型にする

ゆっくり歩けるよ △肩の上げ下げでは， サインで 操」は曲が 徐々にリ なったが と，できるように

うになってきた。 指導者の言葉掛けに あいさつ 鳴ると小 ラックス 応用の縄 なったため，徐々

（写真８） 合わせて肩を上げる をするこ さい動き し，自ら 跳びで腕 に足型を線に変え

◎赤い印に足底を合 ことができる。下ろ とが多く だ っ た 指導者に や脚の動 て言葉掛けに合わ

わせて大股小股歩 すときは，背中が曲 なってき が，徐々 話し掛け かし方の せて動くことをね

きができる。 がり，苦手である。 た。 に大きく て会話を ぎこちな らったが，「パ」

動く。 楽しむ。 さがある。 が難しい。

・支援を減らし，自 ・腰入れはすべての動 ・意欲的 ・模倣で ・仰臥位 ・縄跳び ・メトロノームを

らの動きを増やす。 きの基本になるので， なあいさ なく曲に ができつ の教材の 日常で活用する，

・本児との距離が近 じっくり取り組んで つを促す 動きを合 つあるの 工夫が， キーボードに合わ

い。少し離れた指 いく必要がある。 ことを考 わせるこ で，次の 本児の実 せるようにした。

導でもできるよう ・肩の上げ下げでは， えた対応 とをねら 段階の課 態に合っ ・合わせるときで

になっているか確 得意なことを生かし を行って う必要が 題が必要 ていない。 も踏みしめの指導

認が必要である。 て活動を促していた。 いた。 ある。 である。 が必要。

・対象児は見通しをもって取り組んでいるが，学習内容に関連をもたせる必要がある。一つ一つの動きの意

識をもっと高める支援の減らし方，ステップアップの方法が必要である。

写真８ 後ろ歩きの動き② 写真９ あぐら座位② 写真10 歌遊び② 写真11 揺れる動き①
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(ｴ) 第４期（検証授業Ⅰ第10時）：学習のまとめ及び生活に生かせる内容を見立てる期間

自 指 ①腰や腕，脚の力の入れ方や緩め方を ②身体概念を高めて，身体を ③空間認識を高め，自分の
立 導 意識する経験を増やし，身体像を高 通したやりとりをすること 身体を環境に合わせる経
活 内 め，座位や立位，歩行で踏みしめる で，意思伝達の能力を高め 験をする。
動 容 姿勢を保持する。 る。

・ 課題の提示に合わせて動きを変えて線上 ・ 歌やリズム，言葉掛けに合わせて自分の身体を動かしたり，姿
を歩き，股関節を緩めて腰の動きがスムー 勢を保持したりすることで身体概念を高めるとともに，指導者と
ズにし，お尻や足底の踏みしめを体感する。 動きを通したやりとりを行うことで意思伝達の力を高める。

「歩く動き」 「座る動き」 「あいさつ」「歌遊び」「寝る動き」「なわとび」「合わせる動き」
・かかと,つま先歩き ・あぐら座位 「あたまかたひざ ・両脚跳び ・揺れる動き
・後ろ歩き ・あぐら座位での前屈 ぽん」 ・タオルの ・リズム歩きの動き
・大股小股歩き ・肩の上げ下げ 「ディズニー体操」 振り下ろし ・ケンケンパ
①身体像 ①身体像 ②身体概念 ①身体像 ③空間認識 ③空間認識
③空間認識 ②身体概念 ②身体概念 人間関係
・課題の提示に合 ・腰を入れて，お尻で ・指導者と ・歌 に合 ・横にな ・自 分が ・リズムに合わ
わせて，動きを 座る感覚を体感し， 合わせて わせて身 り，頭， どのよう せて身体を動

時 変えて線上を歩 安定したあぐら座位 サインと 体部位に 肩，背中， に身体を かしたり，動
間 くことで，足底 を保持する。 発声を同 触 れ て お尻，脚 動かして きを止めた姿
に での踏みしめを ・腕の動きだけでな 時に表出 動 いた が床に着 いるか意 勢を保持した
お 体感する。 く，肩の動きを意識 して，あ り，身体 いている 識しなが りする。
け しながら動かし，指 いさつを を大きく ことを意 ら動きの
る 示に従って腕を上げ する。 動かした 識して寝 応用がで
指 下ろしする。 りする。 る。 きる。
導 ゆっくりうごく あわせてうごく おおきくうごく おおきくうごく あわせてうごく

◎線上を支援なしで ○言葉掛けであぐら座 ◎自分か ○相手の ○仰臥位 ◎最初は， ◎ケンケンと同じ
も線を意識しなが 位になることができ， ら，発声 身体の部 から体勢 指導者と 線で言葉掛けでケ
ら後ろ歩きをする。 指導者のモデルを見 とサイン 位を質問 を変えよ 手をつな ンケンパの動きに
線からはみ出しそ ながら模倣して前後， であいさ すると， うとする いで両脚 変えることができ
うになってよろけ 左右に揺れることが つを始め 戸惑うが こ と な 跳びをす る。（写真13･14）
ると急に振り向き， できる。 るように 触って答 く，言葉 るが徐々 ◎赤い印に自分で
指導者にとびつく。 ○あぐら座位での前屈 なった。 える。 掛けで呼 に一人で 足底を合わせて立
対象児自身課題に を10数えるまで自分 ◎あいさ ◎ディズ 吸しなが 連続した ち，リズムに合わ
向き合い，できな で保持することがで つの時に ニー体操 ら，姿勢 両脚跳び せて左右の重心に
かったことにイラ き，その後，お尻で 指導者と は前もっ を保持す で線上を 動をしながら揺れ
イラしたことが原 踏みしめられるよう 視線を合 て大きく ることが 移動する ることができる。
因と思われる。 になり，安定したあ わせる時 動く練習 できる。 ことがで キーボードの音が

◎大股・小股歩きは ぐら座位を保持する 間が長く の後，Ｃ ○言葉掛 きる。 聞こえると，指導
赤い印に合わせて ことができた。 なった。 Ｄに合わ けなしで ○13回中 者の模倣がなくて
歩くことができ， (写真12) せて動く も，肩を ７回程度 も自分から両手を
言葉掛けで呼吸を ことで大 触ると， 両脚跳び 広げてバランスを
しながら動きを止 きく動く 「かた」 で縄跳び 取りながら揺れる
め，踏みしめるこ ことを意 等と答え が で き ことができた。
とができた。 識できた。 る。 る。 (写真15)

・振り向いてとびつ ・揺れなどの本児の自 ・さらに ・大きな ・姿勢保 ・動きの ・教材を変えるこ
いてきた際，課題 然な動きの中で腰入 自分から 動きのた 持のため 応用で， とで，本児にとっ
に向かい合ってい れできることも大切 動き出す めに具体 には，更 どこにつ て，徐々に難しく
たことを認め，で だと思うが，腰入れ ことをね 的に高さ に呼吸を まずいて なっていく学習に
きていることを賞 の動きは大切なので， らうかか や動きを 意識する いるか更 なっている。日常
賛し，成功体験が もっと迫って動きを わりがで 伝える必 ことが必 なる分析 生活とのつながり
できるようにした。 伝える必要がある。 きた。 要 が あ 要 で あ が必要で も見える。

る。 る。 ある。
・これらの動きの学習を更に日常生活につなげるためには，本児にとっては呼吸への意識や教材を減らして
いくことが大切になると考える。そして，本児の主体的な動きを増やしたい。

写真12 サインでのあいさつ② 写真13 ケンケンの動き 写真14 ケンケンパの動き 写真15 揺れる動き②
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イ 検証授業Ⅰにおける「動きの学習」の対象児の変容

(ｱ) 片膝立ちの変容
第１期 第２期 第３期 第４期

○つま先立ちやかかと立 ○言葉掛けに応じて模倣 ○保持しようという気持ち ◎軸足をよく踏みしめるこ

ちで指導者を模倣して して片脚を上げ，何と が強く，両手を広げて上体 とができるようになり，

同じ姿勢を保持するこ か保持しようとする。 を安定させることで片脚立 片脚立ちを安定させて保

とができる。 （写真16） ちを保持しようとする。 持する。 (写真17)

(ｲ) 歩く動きの変容
第１期 第２期 第３期 第４期

◎線上を前向きで歩くと， ○線を意識し，手を広げ ○言葉掛けで足元を見て意 ◎線上を支援なしで後ろ歩

線上に視線を合わせる てバランスを取る。 識して歩く。指導者の背 きで動く。線からはみ出

ことは少ないが，線を △かかとに体重をのせる 中への支持に頼ることが してよろけるとできない

意識して簡単に歩くこ ことが難しく，腰や背 減り，上体を，かかとを ことに怒り，課題に向き

とができる。 中での支持が必要。 踏みしめて歩く。 合っていることが表れる。

(ｳ) 寝る動きの変容
第１期 第２期 第３期 第４期

△仰臥位での動きはして △「あたま，かた・・・」 ○意識する部位を言葉掛け ○仰臥位から体勢を変える

いないが，つま先，か と意識する部位を言葉 されるとその部位を床に ことなく言葉掛けで呼吸

かと立ちで，足底を床 掛けされる間は，仰臥 つけ，仰臥位を保持する。 し，姿勢を保持する。

に着けることを意識す 位を保持できるが，間 徐々にリラックスし，指 ○言葉掛け等がなくても，

ると，足底の違和感を ができると，側臥位に 導者に話し掛けて会話を 肩を触ると部位の名称を

マットにこすりつける。 なろうとする。 楽しむことも増えてきた。 答えることができる。

(ｴ) 座る動きの変容
第１期 第２期 第３期 第４期

△あぐら座位の動きはし △揺れる動きであぐら座 ○あぐら座位になることを ○言葉掛けであぐら座位に

ていないが，膝立ちで 位になると腰が入らず， 嫌がっていたが，左右へ なり，模倣で前後，左右

股関節を曲げることを 不安定で保持できない。 の重心移動や前屈からの に揺れる。前屈を保持し

嫌がり，指導者の腰に 様々な姿勢の保持が難 起き上がりをすることで， て起き上がり，お尻で踏

置いている手を外すよ しいことの一因であるこ あぐら座位の形をとるこ みしめ，安定したあぐら

うに手を握る。 とが分かった。 とができるようになった。 座位を保持する。

(ｵ) 合わせる動きの変容
第１期 第２期 第３期 第４期

○つま先，かかとに重心 ○揺れる動きはしていな ○メトロノームの音やキー ◎赤い印に足底を合わせて

を置きながら，前傾姿 いが，大股歩きで，赤 ボードのリズムに合わせ 立ち，リズムに合わせて

勢，後傾姿勢をとり， い印を意識しながら， て，指導者の模倣をしな 左右の重心に動をしなが

前後への重心移動がで そこに足底を合わせて がら前後左右に身体を揺 ら揺れることができる。

きる。同じように左右 大股歩きができる。 らすことができた。 音が聞こえると，自分か

への重心移動も模倣を ら両手を広げてバランス

しながらできる。 を取りながら揺れる。

(ｶ) 縄跳びの動きの変容
第１期 第２期 第３期 第４期

△縄跳びにつなげるた △ひじを曲げずに左右 △両脚跳びや肩の動きを ◎指導者と向かい合い，

めにタオルの上げ下げ へ傾くことができるよ 継続的に行い，縄跳び 手をつないで両脚跳び

をすると模倣してでき うになったが，上体が の動きにつなげるよう をするが，徐々に一人

るが，繰り返すうちに 反り，安定しない。 にしたところ，上手に で連続した両脚跳びで

上体がまっすぐ保持で ◎タオルを使って振り なったが，応用として 線上を移動する。

きなかったり，ひじが 下ろしができ，跳び越 の縄跳びでは，腕や脚 ○13回中７回程度両脚

曲がったりし，足底が しや跳び越し歩きもで の動かし方のぎこちな 跳びで縄跳びができ

安定しない。(写真18) きる。 さがある。 (写真19) る。 (写真20)

写真16 片膝立ち① 写真17 片膝立ち② 写真18 タオルの振り下ろしの動き 写真19 縄跳びの動き① 写真20 縄跳びの動き②
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ウ 検証授業Ⅰにおける対象児の指導目標の評価

○ 股関節を緩め，腰を上 ・ 後ろ歩きの動きでかかとをつけてゆっくり歩くようにな

手に使えるようにし，お り，足底で踏みしめることができるようになった。片脚立ち

尻や足底で踏みしめる経 の動きも軸足を踏みしめることで安定してきた。苦手なあぐ

験を増やすことで，行動 ら座位も，前後左右の重心移動をすることで徐々に腰が入り，

を落ち着かせ，場に応じ お尻での踏みしめができ，安定したあぐら座位の保持ができ

て行動を制御する。 る時間が増えた。この指導内容を行動の制御につなげられる。

○ 自分の感情を伝えたり，・ 歌遊びで指導者と一緒に動くことが，楽しいと思う経験を

他者の感情を読み取った 味わえるように心掛けて，その中で質問したり，顔の動きで

りし，質問に適切に返答 感情表現を伝え合ったりすると，徐々にエコラリアではなく

することができる。 応答できることが増え，自分から発言することも増えてきた。

○ 自分の身体を環境に合 ・ 揺れる動き等で声や音に合わせて動く経験を重ねた。その

わせて動かす経験を増や 中で，自分の身体を意識して何とか合わせようとすることが

すことで環境が変わって 多くなってきた。集中しすぎるとできないときや頑張りすぎ

も活動に集中して取り組 たときにイライラを表現することもあるので，徐々に集中す

んだり，集団に適応した る時間を伸ばしていくことが必要である。個別学習のため，

りすることができる。 集団への適応については，生活の中で評価するようにする。

エ 検証授業Ⅰにおける自己コントロール力に関する課題の変容

(ｱ) 検証授業Ⅰにおける対象児の集中力の変容

検証授業Ⅰの導入で行う「はじめのあいさつ」を50コマに分け，指導者と視線を合わせ

る時間の分析を行った。図19のように，指導者と視線を合わせる時間が徐々に長くなり，

目の前の人に集中する時間

が長くなっている。日常生

活や他の学習場面でも，目

の前の人に視線を向け，集

中する時間が増えることで，

相手が伝えようとしている

ことを理解できることが増

え，より場面に適応する姿

が増えると考える。 図19「はじめのあいさつ」で視線を合わせている割合

(ｲ) 検証授業Ⅰにおける対象児の落ち着きの変容

検証授業Ⅰの毎時間の分析表を作成し，その中で学習内容と関係なく「他の遊具に向か

う」，「床に寝転がる」という自己コントロール力に関する課題の中の「落ち着き」と関

連のある不適応行動の回数の変化を分析した。図20を見ると，不適応行動は徐々に減少し

ていることが分かる。これは，

学習に見通しがもてるように

なったことで対象児にとって

課題が明確になったことも一

因であるが，対象児が，学習

によって，身体像を高め，踏

みしめができるようになった

ことで，衝動的な行動が減少

したと考える。 図20 検証授業Ⅰにおける不適応行動数の変化
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(3) 検証授業Ⅱの実際と考察（◎課題を達成した状態，○課題の達成に向かう状態，△課題を達成できていない状態）

ア 検証授業Ⅱの実際
(ｱ) 第３期－Ⅰ（検証授業Ⅱ第１時～第３時） :日常生活の指導における指導内容の適用を見立てる期間
自 指 ①腰や腕，脚の力の入れ方や緩め方 ②身体概念を高めて，身体を ③空間認識を高め，自分の身体を
立 導 を意識する経験を増やし，身体像 通したやりとりをすること 環境に合わせる経験をする。
活 内 を高め，座位や立位，歩行で踏み で，意思伝達の力を高める。
動 容 しめる姿勢を保持する。

・ サインと発声であいさつしたり，朝の歌の際，教 ・ 足型やお尻シートを意識してそこに足やお尻を乗せるこ
師と一緒に歌に合わせて揺れて動いたりすることが とで，足底やお尻での踏みしめを体感し，姿勢を保持する
できる。 ことができる。

「あさのかい」 「あさのかい」 「あさのかい」 「あさのかい」
・はじめのあいさつ ・あさのうた ・いす座位 ・ひづけしらべ
・おわりのあいさつ ・げんきしらべ
・あさのあいさつ ・せんせいのはなし 等

日 ②身体概念 ③空間認識 ①身体像 人間関係
常 ・サインと発声であい ・歌に合わせて身体を揺ら ・足型やお尻シートを意識 ・話をしている友達や教師の
生 さつをする。 したり，発声したりする。 していす座位をする。 方を見る。
活 ○指導者がサインや発 △歩いてきて，置いてある △指導者に言葉掛けをされ △時々前の日直の友達や教師
の 声のモデルを提示する 足型に足底を合わせて立 ると，足型やお尻シートに を見ることがあるが，すぐ
指 とサインでの「はじめ つが，歌が始まっても指 足底やお尻を合わせること に視線を外し，急に大声で
導 ましょう」，「おわりま 導者に言葉遊びを要求し ができるが，長続きはしな 笑う，指導者に学習と関係

しょう」と礼をする。 たり，一人で笑ったりし い。そのため,安定したいす のない言葉遊びを要求する，
○周りの友達や教師が ている。そのため，キー 座位ができず，指導者に寄 注意されることを楽しむ。
あいさつするとき，言 ボードや呼名された友達 りかかったり，机を前倒し △前にいる教師が全員に「こ
葉掛けで見て，「おは の方を見ることはほとん にしたりする。 ちらを向いて」と言っても応

ようございます」だけ どなく，歌に合わせた動 じることは少ないが，本児に
発声と礼ができる。 きや発声もない。 対して質問すると応じる。
○一緒にサインや発声 △足底を足型に付けて立つ △不適応行動が見られたと △指導者に注意されることを
を行うことで，対象児 ことはできるので，身体 きの手だては行っている 楽しみ，行動を繰り返すと
はあいさつへの意識が を揺らす支援が足りない。 が，足底を付けるなどの不 言うことは，指導者の対応
向いた。自分からする ステップアップを考えた 適応行動の予防のための手 の仕方に問題がある。対応
態度を育てたい。 動きの補助が必要。 だてができていない。 の工夫が必要である。

・日常生活の指導においても，支援を減らしていくことを考えた指導が必要である。
・不適応行動に対しての指導だけでなく，不適応行動を予防するための指導としての「動きの学習」の指導内容を
意識した指導が必要であると考える。

(ｲ) 第３期－Ⅱ（検証授業Ⅱ第４時，第５時）:日常生活の指導において課題に向き合う態度を育てる期間

自 指 ①腰や腕，脚の力の入れ方や緩め方を ②身体概念を高めて，身体を通 ③空間認識を高め，自分の身体を環
立 導 意識する経験を増やし，身体像を高 したやりとりをすることで， 境に合わせる経験をする。
活 内 め，座位や立位，歩行で踏みしめる 意思伝達の力を高める。
動 容 姿勢を保持する。

・ サインと発声であいさつしたり，朝の歌の際，教 ・ 足型やお尻シートを意識してそこに足やお尻を乗せるこ
師と一緒に歌に合わせて揺れて動いたりすることが とで，足底やお尻での踏みしめを体感し，姿勢を保持する
できる。 ことができる。

「あさのかい」 「あさのかい」 「あさのかい」 「あさのかい」
・はじめのあいさつ ・あさのうた ・いす座位 ・ひづけしらべ
・おわりのあいさつ ・げんきしらべ
・あさのあいさつ ・せんせいのはなし 等

日 ②身体概念 ③空間認識 ①身体像 人間関係

常 ・サインと発声であい ・歌に合わせて身体を揺ら ・線を意識していす座位を ・話をしている友達や教師の
生 さつをする。 したり，発声したりする。 する。 方を見る。
活 ○日直の友達や前にい ○自分で線上に立ち，周り ○席を離れる活動から戻り ○呼名する日直の友達や返事
の る教師のあいさつの様 が歌い始めると左右へ重 席に着く際，ほとんど，い する友達を見る回数が増え
指 子を見て，サインであ 心移動をして揺れ始め， すに正座をする姿勢にな た。（呼名された友達５人中
導 いさつをする。「はじ 視線はキーボードや周り る。しかし，言葉掛けや指 前の席の３人を見る。）

めましょう」や「おは の友達や教師に向けてい さしでの指示で足底を線に ○前に出て話をする日直の友
ようございます」など る。 付けて踏みしめ，正しい姿 達や教師に視線を向けるこ
の言葉で発声し，礼を △頑張りすぎたのか，歌が 勢になり，保持する時間も とが増え，指導者へかかわ
する。 終わった後，顔を強ばら 長くなった。 りを求めたり，机を倒した

せ指導者にとびついた。 りすることがなくなった。
・手をマイクのように口 ・朝の歌が長く対象児にと ・ステップアップを考える ・第３期－Ⅰで改善点として
元に持っていき発声を ってずっと揺れているの と，徐々に本児の近くで支 挙げた不適応行動を予防す
促す方法は有効であ は相当な頑張りだった。 援することを外していき， るための指導を行ってきた
る。自分から発声する 頑張りをほめたところは 自分で足底を意識すること 結果であると思う。
よう徐々に支援の方法 良かったが，途中で手だ をねらう必要があると考え
を変える必要がある。 てをとる必要があった。 る。

・まだ，言葉掛け等が必要だが，歌に合わせて揺れたり，足底，お尻を線に合わせたりすることへ意識を向けるよ
うになった。指導者は支援の場所を離し，自分から気付き，意識して生活できることをねらっていく必要がある。

・本児にとって，身体を意識することは容易ではないので，無理させ過ぎない課題の設定も必要である。
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(ｳ) 第４期（検証授業Ⅱ第６時）:達成感を味わうことで，生活に生かす意欲を育てる期間

自 指 ①腰や腕，脚の力の入れ方や緩め方を ②身体概念を高めて，身体を通 ③空間認識を高め，自分の身体を環
立 導 意識する経験を増やし，身体像を高 したやりとりをすることで， 境に合わせる経験をする。
活 内 め，座位や立位，歩行で踏みしめる 意思伝達の力を高める。
動 容 姿勢を保持する。

・ サインと発声であいさつしたり，朝の歌の際，教 ・ 点の印を意識してそこに足やお尻を乗せることで，足底
師と一緒に歌に合わせて揺れて動いたりすることが やお尻での踏みしめを体感し，姿勢を保持することができ
できる。 る。

「あさのかい」 「あさのかい」 「あさのかい」 「あさのかい」
・はじめのあいさつ ・あさのうた ・いす座位 ・ひづけしらべ
・おわりのあいさつ ・げんきしらべ
・あさのあいさつ ・せんせいのはなし 等

②身体概念 ③空間認識 ①身体像 ③空間認識

・サインと発声であい ・歌に合わせて身体を揺ら ・印を意識していす座位を ・話をしている友達や教師の
日 さつをする。 したり，発声したりする。 する。 方を見る。

常 △「しせい」と言われ ○印に足底を付けて立ち， △課題を難しくするために， △足底を床に付けている時間
生 ると，手を膝に置くが， 友達が集まるのを待つこ 指導者が離れて，遠くから が少なくなったためか，机
活 前にいる日直の友達や とができる。 言葉掛けをするようになっ を前倒しにしたり，背伸び
の 教師がサインと発声で ○教師が指で肩を揺らす方 たため，足底への意識が少 をしたりすることが多い。
指 あいさつをしても，サ 向に刺激すると，自分で なくなった。 ○「げんきしらべ」で呼名し
導 インも発声も見られな キーボードのリズムにあ ◎「あし」などの言葉掛け ている日直の友達や教師，

い。個別に対象児を触 わせて左右に重心移動し がなくても，自然と自分で 返事する友達の方を見る回
り，「おはよう」など て，揺れることができる。 印に足底を合わせることが 数が増えた。（呼名された友
と声をかけると「おは 止まっても，自分でキー あった。これを増やし，生 達は，５人中（第３期－Ⅱ
よう」などのあいさつ ボードに合わせて揺れ始 活で生かしてほしい。 同様，前の席の友達）３人
を返すことができる。 めることもある。 を見た。

・本児にあいさつを意 ・すぐに支援しそうな場面 ・言葉掛け等の支援が足り ・ステップアップを考え過ぎ
識させる手だてがまだ だが，本児の動きを待ち， なかったために，足底への て，言葉掛けを減らし過ぎ
必要である。そのため 支援がなくても自然と揺 意識の定着が図れなかっ たために本児の動きに影響
には，あいさつの時だ れることに気付くことが た。根気強くねらっていく が出た。足底だけは，言葉
けでも近くでの支援が できた。これをほめるこ 必要がある。 掛けでまだ意識させる必要
必要である。 とが大切である。 があった。

・支援を徐々に減らしていくことで，本児の主体的な動きをねらうことは大切であると思うが，具体的な指導計画
を作成することで，丁寧に支援を減らしたり，教材を変えたりしていく必要がある。

イ 検証授業Ⅱにおける対象児の変容

(ｱ) 対象児の「あさのかい」における視線の変容

第３期ーⅠ 第３期ーⅡ 第４期

△前にいる人が全員に向けて「こっ ○呼名している日直の友達や返事す ○後ろに指導者がいなくても，呼名

ち向いて」などと言っても応じる る友達の方を見ることが増えた。 している日直の友達や返事する友

ことは少ない。対象児に対してだ （返事する友達は，５人中前の席 達を見る。（返事する友達は，第３

け呼名や質問をすると応じる。 の３人を見た。） 期－Ⅱ同様，前の席の３人を見た。）

(ｲ) 対象児の「あさのかい」におけるいす座位の変容

第３期ーⅠ 第３期ーⅡ 第４期

△足底をつけるように言葉掛けをさ ◎足底をつけていることが増え，前 △後ろに支援する指導者が座ってい

れるとつけるが，長続きしない。 に出て話をする日直の友達や教師 ないためか，足底を床につけてい

また，前にいる日直の友達や教師 に視線を向けることが増えた。そ る時間が前よりも少なくなった。

から視線が外れることが多い。急 のため，指導者へかかわりを求め 前に出て話をしている日直の友達

に大声で笑い出したり，指導者に たり，机を前倒しにしたりするこ や教師を見ていることは多い。

注意されることを楽しむ。 とがなくなった。

(ｳ) 対象児の「あさのうた」における集団への適応の変容

第３期ーⅠ 第３期ーⅡ 第４期

△置いてある足型に足底を合わせて ○自分で線に立ち，周りの友達や教 ○印に足底をつけて立ち，友達が集

立つが，歌が始まっても指導者に 師が歌い始めると左右へ重心移動 まるのを待つ。教師が肩を揺らす

言葉遊びを要求したり一人で笑っ して揺れ始め，視線はキーボード 方向に刺激をすると，自分でキー

たりする。キーボードや呼名され や周りの友達や教師に向ける。 ボードのリズムに合わせて左右に

た友達を見ることはほとんどなく， △頑張りすぎたのか歌が終わった 重心移動して，揺れる。止まって

歌に合わせた動きや発声もない。 後，顔をこわばらせて指導者に抱 も，自分でキーボードに合わせて

き付いてくる。 揺れ始めることもある。
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ウ 検証授業Ⅱにおける自己コントロール力に関する課題の変容

(ｱ) 検証授業Ⅱにおける対象児の集中力の変容

「げんきしらべ（健康観察）」で呼名する友

達や教師，返事する友達に視線を向けている時

間の割合を分析したところ，検証授業Ⅰと同様

に徐々に増えていることが分かった。第３時か

ら第４時にかけて割合が増したのは，検証授業

Ⅱ第３期－Ⅰを終え，普段近くにいない指導者

に意識が向きにくくなり，指導内容に見通しが

持てるようになったことも一因である（図21）｡ 図21 「げんきしらべ」で話をしている人に視線を向けている割合

(ｲ) 検証授業Ⅱにおける対象児の落ち着きの変容

「げんきしらべ」において，足底を踏みしめている時間について分析した。すると，第

１時は，１分間に言葉掛けを１回行い，足底を踏みしめている割合は48％と低く，言葉掛

けがないと足底を踏みしめて落ち着くことが難しいことが分かった。第２時から足底を踏

みしめている時間が増えたのは，言葉掛けを３回行ったためであり，第３時においても５

回の言葉掛けを行ったためであると考える。しか

し，第４時からは，始まりに１回言葉掛けしただ

けでも，足底を踏みしめて，落ち着いて学習に取

り組むことができた。さらに，第６時で88％と下

がったのは，これからの生活を見通して，指導者

が「あさのかい」の時間すべてにおいて，近くで

の支援を減らしたためであり，これからも継続し

て足底への意識を促す必要があると考える（図22）。 図22「げんきしらべ」で足底を踏みしめている割合

(ｳ) 検証授業Ⅱにおける対象児の集団への適応の変容

「あさのうた」において，「歌に合わせて揺れる」という時間における指導でも行った

動きを分析した（図23）。第３時から高くなり，第６時で33％と急激に減少したのは，指

導者の支援の減らし方が急過ぎて，支援方法が対象児の実態に対して適切でなかったこと

が原因である。しかし，図23を見ると，支援と対象児の動きの線に開きがあり，支援がな

くても歌に合わせて揺れる動きが見られたことが分かる。また，視線をキーボードや周り

の教師や友達に向けている割合を分析したところ（図24），歌に合わせて揺れる動きの割

合と同じ理由で第６時に減少してはいるが，徐々に増加し，周りと一緒に学習に集中して

取り組むようになった。これらの経験を通して，児童は集団へ適応する力を身に付けてい

くことができると考える。しかし，結果からも分かるように，教師の言葉掛け等の環境に

よる変化も大きく，支援を徐々に減らしていく具体的な指導計画の作成が重要であること

が分かった。

図 23「あさのう た」で歌に合わせて揺 れる動きの割合 図24「あさのうた」でキーボードや周りの教師や友達に視線を向けている割合
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エ 検証授業Ⅱにおける対象児の変容についての考察

検証授業Ⅱを通して，時間における指導の「動きの学習」で足底を意識して踏みしめるこ

とを「あさのかい」で意識できるように言葉掛けを行うことで，徐々に自分で意識できるよ

うになり，落ち着きにつながることが分かった。そして，視線を話をしている人に向けると

いった集中力の向上にもつながることが分かった。しかし，足底の踏みしめは対象児にとっ

て，相当な努力が必要で，過剰にねらうことで情緒を不安定にすることもある。そのため，

発達の段階や日々の健康状態を見ながら課題を設定する必要がある。さらに，生活の中で自

己コントロール力を高めるためには，環境調整との関連を考慮した指導が必要であり，具体

的な指導計画の作成により，ステップアップを図ることが大切であることが分かった。

(4) 対象児の生活上の課題の評価

検証を行った「時間における指導」や「日常生活の指導」以外で，生活上の課題が解決され

ているか分析をするために，他の各教科等での変容や担任，保護者への聞き取り等を行った。

ア 対象児の集中力の変容

対象児の生活上の課題である「④環境が変わっても活動に集中して取り組む。」という「集

中力」を評価するために，検証授業Ⅰ・Ⅱと同様に，合同学習において，話をしている人に

視線を向けている時間を分析した。対象児は実態把握の時点で，「ことば・かず」のような

課題や居場所が明確である個別学習においては，集中して学習に取り組むことができていた。

しかし，課題や居場所が分かりにくい「おんがく」等の合同学習では集中して学習に取り組

むことが難しかった。そのため，合同学習において，実態把握時（６月）と検証授業中（10

月）とその後（12月）の授業開始時と

授業開始20分後，授業終了前の１分間

において，話をしている人に視線を向

けている時間を分析した。直接的な手

だては行っていないが，徐々に視線を

向ける時間が増え，学習に集中して取

り組んでいるため，時間における指導

や日常生活の指導において継続的に指

導したことが，ほかの生活において生

かされたと言える（図25）。 図25 合同学習において話をしている人に視線を向けている時間

イ 対象児の落ち着きの変容

対象児の生活上の課題である「⑧動きの中で踏みしめることを増やし，同じ姿勢を保持す

る時間を長くする。」という「落ち着き」を評価するために，合同学習において，足底を踏

みしめている時間を分析した。実態把握時と検証授業中とその後の授業開始時，授業開始20

分後，授業終了前の１分間において，

足底を踏みしめている時間を分析し

た（図26）。これも直接的な手だて

は行っていなかったが，増加が見ら

れ，同じ姿勢を保持する時間が長く

なったことが分かる。また，離席の

回数は，８回から２回と減り，検証

授業から少し時間を置いた12月は５

回と増えたので，継続的な指導が必

要であるといえる。 図26 合同学習において足底を踏みしめている時間
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ウ 対象児の集団への適応の変容

対象児の生活上の課題である「⑥場面に応じて教師や友達，家族と一緒に行動する。」

という【集団への適応】を評価するために，「たいいく」における，ディズニー体操の変

容を分析した（表７）。分析は，実態把握時（６／８）と検証授業後（12／21）の動きを

比較できるように作成した。検証 表７ ディズニー体操の分析表（一部抜粋）

授業後，適応する動きが12回か

ら22回に増え，周りの様子を見

て，自分のしなければならない

動きを教師に確認する行動も見

られるようになった。担任から

の聞き取りでは，ディズニー体

操以外の準備運動等でも，前で

言葉掛けを行う教師をよく見て，

大きな動きで模倣して運動する

姿が見られるようになったとい

う評価があった。

エ 担任や保護者による対象児の生活上の課題の評価

検証授業中や検証授業後，担任や保護者へ聞き取りなどを行い，生活上の課題の評価を

行った。すると，下記のように，前述の集中力の変容や落ち着きの変容で数値化された内

容や，意思伝達の力を発揮している様子，家族関係の変容をうかがうことができた。対象

児の成長の過程で表れてきた適応行動ともとることができるが，指導目標に向けて取り組

んだことと，できるようになったことを結び付けて有効性を探っていくことで，生活上の

課題の解決について評価することが大切であると考える。

自己コントロール力に 担任による評価 保護者による評価

関する課題
生活上の課題

検証授業中 検証授業後 検証授業中 検証授業後

【意思伝達】 ②自分の感情を伝えた ・話し掛けたり注意 ・あいさつをされると ・気になる漢字を ・弟がゲームやパズ

り，他者の感情を読み したりしても聞い 「おはようございま 母親に読むように ル等で「にいにい

取ったりする。 ているかわからな す。」と返すことが多 言い，パソコンで して。」と言うと笑

いときがある。 くなった。 検索している。 顔でしてくれる。

【見通し】 ⑤気持ちを抑えてルー ・「ここで待って。」 ・ぞうきんがけで「止 ・家庭での姿勢等 ・「待ってて。」と言

【落ち着き】 ルやきまりを守る。 と印を指すと待つ まって。」と言うとこ で変わった様子は うと，待てるよう

⑧動きの中で踏みしめ ことができる。 ちらをよく見て止ま 見られない。 になった。

ることを増やし，同じ ・遠足で約束したこ るなど，相手をよく ・兄弟との関係も落

姿勢を保持する時間を とを守り，やりた 見て行動することが ち着いている。

長くする。 いことを我慢する 多くなった。

ことができた。

【集中力】 ④環境が変わっても活 ・授業等で前で話を ・視線が，合うように ・家では水遊びは ・宿題をする際，筆

動に集中して取り組 している教師の方 なった。 しないが，他の場 圧を意識して取り

む。 を見ることが増え ・周りの言葉掛けをよ 所で水遊びに向か 組むことができる

てきた。 く聞き，応じるよう い，集団から離れ ようになった。

になった。 ることもある。

【集団への適応】 ⑥場面に応じて教師や ・準備運動では，前 ・掛け声で行うような ・以前は弟と一緒 ・弟の言葉を模倣す

友達，家族と一緒に行 にいる教師をよく 体操は模倣しながら にトランポリンに ることが多くなっ

動する。 見て，大きな動き 身体を動かすように 乗ることを嫌がっ た。

で模倣して運動す なった。 ていたが，一緒に ・弟と手をつないで，

⑦身体全体を使うよう る姿が見られるよ ・学習発表会でダンス 跳ぶことができる トランポリンを楽

な動きを模倣し，目的 うになった。 の練習を重ねるたび ようになった。 しむことがある。

や状況に応じて身体を に動きが大きくなり，

動かす。 タイミングよくポー

ズを決めた。
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(5) 検証授業のまとめと考察

自立活動の指導内容を生活に生かすための「P-D-C-A」を基に指導計画を作成し，自己コン

トロールを高める「動きの学習」の指導内容例を活用した検証授業Ⅰ・Ⅱを行った。その結果，

検証授業Ⅰとして行った「時間における指導」，検証授業Ⅱとして行った「日常生活の指導」，

他の各教科等及び家庭生活において，対象児の生活上の課題として挙げられている自己コント

ロール力に関する課題に変容が見られた。そして，環境因子の一つとしての，教師や保護者が

対象児の動きに目を向けることで，対象児の動きづらさに気付き,不適応行動への言葉掛け等

の手だてが変わったことも，対象児の変容に影響していると考える。しかし，学校で行ってい

る自立活動の指導内容を随時保護者に伝え，生活上の課題を共有し，変容に気付いたときに連

絡帳等に記入してもらうなど，より密に保護者と連携を図ることができると，更に自立活動の

指導内容を生活に生かすことができるのではないかと考える。

Ⅳ 研究のまとめ

１ 研究の成果

(1) 自立活動の指導内容を生活に生かすための理論研究を行い，自立活動の指導内容を生活に生

かすための視点を踏まえた「P-D-C-A」の在り方を明らかにすることができた。

(2) 生活上の困難を把握し，生活上の課題を設定する際，自立活動の内容の視点で，細かな実態

把握をすることで，より生活に生かすことのできる細かな課題設定ができることが分かった。

(3) 短期目標において，生活上の課題の設定が必要であり，それらを評価して改善することで，

生活に生かすことができることを明らかにすることができた。

(4) 自立活動の指導において，動作法やムーブメント教育などを参考とした「動きの学習」の指

導内容例を作成することができた。

(5) 「動きの学習」を継続的に指導することで，対象児の集中力，落ち着きといった自己コント

ロール力に関する課題に変容が見られ，自己コントロール力の向上に課題のある児童生徒に活

用できる指導方法であることを検証することができた。

２ 今後の課題

(1) 生活上の課題の設定のために細かな実態把握を行ったが，担当する児童生徒全員への適用に

は，困難さもあるため，チェックシート等を活用した実態把握の仕方も工夫する必要がある。

(2) 環境因子を踏まえて生活機能の障害を改善・克服する視点で指導を行うために，学級だけで

なく，学部や家庭などで指導内容を生かす具体的な指導計画を作成する必要がある。

(3) 現在の生活場面だけでなく，将来の生活を踏まえた上で，生活年齢に応じた生活上の課題の

設定について，系統性を考慮した指導計画の作成が必要である。
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【研究の概要】

本研究は，自立活動の指導内容を生活に生かすた

めの指導の在り方と自己コントロール力を高める「動

きの学習」について研究したものである。

具体的には，自立活動の指導内容を生活に生かす

ために特に必要な事項を「P-D-C-A」の過程に当ては

めて整理した。また，自己コントロール力に課題の

ある児童生徒の自立活動の指導において活用できる

「動きの学習」について明らかにし，その指導内容

例を作成した。そして，検証授業を通して，自己コ

ントロール力に課題のある対象児の生活上の課題の

解決状況を分析し，検証した。

その結果，自立活動の指導内容を生活に生かすた

めには，生活上の課題を踏まえて自立活動の指導内

容を設定し，その課題に応じた学習を継続的に指導

することが有効であることが明らかになった。

【担当者の所見】

障害のある児童生徒の自立と社会参加を目指すた

めには，学校での様々な教育活動が児童生徒の今と

将来の生活に密接につながることが重要である。特

に，障害による学習上又は生活上の困難を改善・克

服するために必要な知識，技能などを養う自立活動

の指導においては，児童生徒の的確な実態把握を踏

まえ，生活との関連を十分，考慮した具体的な指導

内容を設定することが必要になってくる。

本研究は，自己コントロール力に課題のある児童

の事例研究を通して，自立活動の指導内容を生活に

生かす指導の在り方についてまとめたものである。

その中で，自立活動の指導内容を生活に生かすため

に必要な視点について，計画（Ｐ），実践（Ｄ），評

価（Ｃ），改善（Ａ）の過程を踏まえて具体的に整

理した。また，対象児の課題解決につながる指導内

容例を作成するとともに，対象児の実態を生活との

関連から分析的にとらえ，より明確な指導目標を設

定し授業を行うことによって，対象児の変容を促す

ことができた。このことは特別支援学校の教育にお

いて，改めて児童生徒の深い理解が出発点であるこ

とを認識させるものである。

本研究の成果は，各特別支援学校の自立活動の指

導において十分生かされるものであり，今後，実践

を通して更なる検証を期待したい。




